Nanometer Dynamics of Laser-induced Expansion/Contraction and Ablation of Urethane-urea Copolymer Film by タダ, タクジ & 多田, 拓司
Osaka University















氏 名多 田 拓
じ司
博士の専攻分野の名称 博士(工学)
学位記番号第 1 902 7 号
学位授与年月日 平成 16 年 9 月 30 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
工学研究科応用物理学専攻
学位論文名 Nanometer Dynamics of Laser-induced Expansion/Contraction and 















































ーザー加熱により試料フィルム表面は約 30 ns でガラス状態からゴム状態に相転移し、 100 nm 程度熱膨張している
こと示している。さらにこのナノメートルオーダーの熱膨張が、アゾベンゼンのシス体とトランス体が励起レーザー
パルス幅内で繰り返し多光子吸収することによる光熱変換によりもたらされることを示している。また試料フィルム
の膨張・収縮ダイナミクスから試料フィルム表面層のナノ秒温度上昇・冷却過程に関する知見を求めている。
(2)パノレスレーザー強度をさらに高くすると誘起されるレーザーアプレーションの機構を、アゾベンゼン発色団の光
異性化反応・光分解反応や噴出物の飛散ダイナミクスから明らかにしている。その結果、励起光の波長が可視域の場
合には、励起波長が短くなるにつれてレーザー光照射中に生成したシス体が光分解することを示し、それにともない
レーザーアプレーションの機構が光熱過程から光化学過程にシフトするという励起波長依存メカニズムを提案して
いる。
以上のように本論文では、高強度短パルスレーザー照射によって誘起される高分子フィルムの電子励起からナノメ
ートルオーダーの形態変化に至る時開発展を観測し、レーザー誘起形態変化現象の機構解明を行っている。本論文で
得られた知見は応用物理学、特に高分子のレーザー科学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として
価値あるものと認める。
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